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るために０．０１％ H２O２ in MetOHで室温１５分イン
キュベートし、０．１％ PBSで５分間３回洗浄し
た。非特異的な抗体反応をブロッキングするた
めに、１０％正常ヤギ血清 in１％ BSA /PBS中に
室温２時間インキュベートした。その後、１次




ミルクカゼイン － ９３５ －
α‐コーンスターチ ６２３ － －
シュークロース ３１２ － －
硬化パーム油 － － ７７０
菜種油 ７０
大豆油 － － ３０
ミネラル混合（AIN‐９３M） ３５ ３５ ７０
ビタミン混合（AIN‐９３） １０ １０ ２０
セルロース ２０ ２０ ４０
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IgG（ミリポア社）を用い、４で一晩インキュ
ベートした。０．０７５％ Brij３５ in PBSで１５分３回
洗浄した後、２次抗体として１００倍希釈した





















































No. ERα陽性細胞数 糖質食 タンパク質食 脂質食 総摂食量 糖質食 タンパク質食 脂質食
１ ５０．７±２．５ ４３．６±２．７ ３９．７±２．１ ２．４±０．９ ８５．７±３．１ ５０．７±２．１ ４６．６±２．３ ２．７±０．９
２ ６１．３±２．８ ５４．８±１．７ ３１．９±０．９ ０．０±０．０ ８６．８±２．１ ６３．１±０．９ ３６．８±０．９ ０．０±０．０
３ ３２．７±３．５ ３４．０±１．１ ４１．２±０．８ ０．５±０．１ ７５．７±１．３ ４４．９±１．０ ５４．５±１．１ ０．６±０．２
４ ６５．３±５．２ ３０．９±１．０ ５２．６±１．７ ０．４±０．２ ８３．９±１．９ ３６．９±１．１ ６２．６±１．１ ０．５±０．２
５ ３９．４±３．９ ３２．２±１．２ ５６．７±２．１ ０．６±０．５ ８９．６±２．６ ３６．０±１．０ ６３．３±１．１ ０．７±０．３
６ ６７．２±２．４ ２３．８±１．１ ５１．４±１．６ ０．８±０．３ ７６．０±２．１ ３１．３±１．１ ６７．７±１．２ １．０±０．４





 Bregma から後方３．３０mmにおける視床下部弓状核（ArcD、ArcL および ArcM）の模式図６）視床下部弓状核領域
における ERα陽性細胞（矢印）の染色図
図２ 摂食量とERα陽性細胞数との相関








































































糖質食 タンパク質食 脂質食 総摂食量 糖質食 タンパク質食 脂質食
ERα陽性
細胞数
相関係数（r） ０．３２０ －０．１９８ ０．０７０ ０．３３４ ０．２９８ －０．３００ ０．０９２
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